
６
月
30
日
午
前
10
時
40
分
よ
り
、

岡
山
市
中
区
の
「
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
」
に
て
、
第
78
回
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

平
成
29
年

度
事
業
報
告

及
び
平
成
30

年
度
事
業
計

画
な
ど
９
議

案
が
上
程
さ

れ
、
審
議
の

結
果
、
全
て

原
案
ど
お
り

可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

当
会
の
主

力
事
業
で
あ

る
木
材
共
販

は
、
会
員
を

は
じ
め
関
係

者
の
多
大
な
ご
協
力
・
ご
配
慮
の
も

と
、
集
荷
・
販
売
に
総
力
で
取
り
組

み
、
３
共
販
の
取
扱
数
量
は
過
去
最

高
の
二
十
万
八
千
三
百
七
十
六
㎥
、

取
扱
高
二
十
五
億
七
千
三
百
二
十
八

万
円
を
計
上
。
指
導
部
門
で
は
、
緑

の
雇
用
事
業
に
よ

る
専
門
的
な
知
識
・

技
術
を
備
え
た
人

材
の
育
成
と
県
内

外
か
ら
の
林
業
就

業
者
の
誘
致
や
作

業
体
験
、
安
全
装

備
等
の
導
入
に
対

す
る
助
成
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

29
年
度
事
業
総

取
扱
高
は
約
三
十

二
億
三
千
万
円
で
、

事
業
管
理
費
等
の

経
費
削
減
に
努
め
、

剰
余
金
約
六
千
七

百
万
円
を
計
上
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
井
手
会
長
は
、
来

賓
及
び
会
員
に
対
し
て
謝
意
を
述
べ
、

29
年
度
実
績
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。ま

た
、
伊
原
木
岡
山
県
知
事
か
ら

は
「
森
林
資
源
は
年
々
成
長
し
て
お

り
、
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
、
有

効
な
活
用
と
再
造
林
に
よ
る
循
環
利

用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
と
し

て
は
、
森
林
整
備
と
林
業
振
興
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
『
伐
っ
て
・
使
っ

て
・
植
え
て
・
育
て
る
』
と
い
う
林

業
の
サ
イ
ク
ル
を
循
環
さ
せ
る
た
め

の
施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
」

と
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
岡
山
県
議
会
の
波
多

副
議
長
、
岡
山
森
林
管
理
署
の
川
村

署
長
、
農
林
中
央
金
庫
の
熊
倉
岡
山

支
店
長
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会
の

肱
黒
専
務
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

７
月
20
日
、
岡
山
市
の
サ
ン
ピ
ー

チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
お
い
て
県
森

連
理
事
会
及
び
臨
時
総
会
が
行
わ
れ
、

新
し
い
理
事
１
名
、
監
事
１
名
が
決

定
し
ま
し
た
。
新
役
員
を
含
め
、
今

年
度
の
体
制
に
つ
い
て
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

今
年
度
新
た
に
森
林
組
合
長
に
就

任
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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県森連 井手会長による挨拶

感
謝
状
贈
呈

系
統
利
用
優
秀
森
林
組
合

○
真
庭
森
林
組
合

○
新
見
市
森
林
組
合

○
津
山
市
森
林
組
合

○
作
州
か
が
み
の
森
林
組
合

系
統
利
用
奨
励
森
林
組
合

○
備
中
南
森
林
組
合

○
び
ほ
く
森
林
組
合

代
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理
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会
長

井
手
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一
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理
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森
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横
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義
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事

長
代

直
行

監

事(

新
任)

小
椋

美
博

木
材
取
扱
高
過
去
最
高
の
二
十
万
八
千
㎥

久
米
郡
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

久
宗

力

伊原木岡山県知事

農林中央金庫

熊倉岡山支店長

岡山森林管理署

川村署長

全森連

肱黒専務

岡山県議会

波多副議長



６
月
２
日
に
新
見
市
民
運
動
公
園

に
て
標
記
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
大
会
は
、
新
見
地
域
の
素
材

生
産
者
を
会
員
と
し
、
林
業
の
活
性

と
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
過
去
最

多
と
な
る
12
チ
ー
ム
（
約
160
名
）
の

参
加
が
あ
り
、
盛
大
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

杉
修
次
協
議
会
会
長
（
㈲
杉
産
業
）

と
池
田
一
二
三
新
見
市
長
の
挨
拶
の

後
、
杉
会
長
の
始
球
式
に
よ
り
プ
レ

イ
ボ
ー
ル
。

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
い
う

こ
と
で
、
特
殊
な
ル
ー
ル
も
採
用
し
、

真
夏
直
前
の
暑
さ
を
感
じ
な
が
ら
も

各
チ
ー
ム
笑
顔
に
溢
れ
、
活
気
の
あ

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

決
勝
は
「
新
見
市
森
組
Ａ
VS(

株)

戸
川
木
材
」
と
な
り
、
白
熱
し
た
試

合
は
、
８
対
６
で
新
見
市
森
組
Ａ
が

初
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
敗
者
復

活
で
は
、
お
か
や
ま
の
森
整
備
公
社

が
優
勝
し
ま
し
た
。

会
場
を
変
え
て
の
親
睦
会
も
盛
大

に
開
催
さ

れ
、
新
見

地
域
の
林

業
事
業
者

の
更
な
る

発
展
と
結

束
を
確
認

し
ま
し
た
。

加
茂
地
区
木
材
組
合
主
催
に
よ
る

記
念
市
が
５
月
30
日
、
県
森
連
津
山

共
販
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
取
扱
材
積
は
四
千
十
二
㎥
、

そ
の
う
ち
、
約
六
割
強
の
二
千
六
百

㎥
が
加
茂
地
区
か
ら
の
出
荷
で
し
た
。

開
市
前
の
式
典
で
は
、
清
水
義
夫

加
茂
地
区
木
材
組
合
長
よ
り
、
協
力

に
対
す
る
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

来
賓
の
谷
口
圭
三
津
山
市
長
か
ら

は
、
「
津
山
市
は
農
林
業
施
策
を
効

率
的
に
推
進
す
る
た
め
農
林
部
を
新

設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
来
年
度
か
ら

施
行
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
最
大
限
の
努

力
を
す
る
の
で
、
関
係
各
位
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
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新
見
市
森
林
組
合
Ａ
が
初
優
勝

第
25
回
加
茂
地
区
木
材
組
合

特
別
記
念
市

清水義夫組合長

試合結果表

優勝した新見市森林組合Ａチーム

新見市長 歓迎の挨拶

敗者復活優勝の

おかやまの森整備公社

準優勝の(株)戸川木材チーム



「
第
53
回
岡
山
県
乾
し
い
た
け
品

評
会
」
並
び
に
「
第
51
回
箱
物
コ
ン

ク
ー
ル
」
褒
賞
授
与
式
を
６
月
28
日

に
、
真
庭
市
の
「
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
」

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
品
評
会
か

ら
34
点
、
箱
物
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
は

23
点
が
一
次
審
査
を
通
過
し
、
最
終

的
に
は
品
評
会
か
ら
22
点
が
入
賞
、

箱
物
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
は
11
点
が
入

賞
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
度
の
農
林
水
産
大

臣
賞
は
品
評
会
の

「
こ
う
し
ん
の
部
」

に
出
品
さ
れ
た
福
島

康
夫
さ
ん
（
真
庭
市
）

の
乾
し
い
た
け
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
品
評

会
及
び
箱
物
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
け
る
優
等
賞

は
、
下
記
の
と
お
り

で
す
。

ま
た
、
審
査
委
員

長
（
岡
山
県
農
林
水

産
総
合
セ
ン
タ
ー
森

林
研
究
所
岡
本
安
順

所
長
）
か
ら
は
、

「
本
年
の
春
子
の
生

産
状
況
は
、
中
国
・

近
畿
地
方
で
は
不
作

と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
作
柄
は
、
春
先

の
２
月
が
寒
く
、
３
月
は
急
激
な
気

温
の
上
昇
と
ま
と
ま
っ
た
降
雨
に
よ

り
、
発
生
が
極
端
に
集
中
し
、
ど
ん

こ
系
が
多
く
、
こ
う
し
ん
系
が
少
な

か
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
こ
の
度
の
品
評
会
に

は
、
昨
年
並
み
の
出
品
が
あ
り
、
昨

年
に
も
増
し
て
品
質
の
高
い
良
品
が

揃
っ
て
お
り
、
皆
様
の
高
い
生
産
技

術
と
ご
努
力
の
賜
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
慢
性
的
な
品
薄
状
況
と
地

産
地
消
や
農
林
産
物
調
達
の
国
内
回

帰
の
流
れ
は
確
実
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
機
に
、
植
菌
等
の
規
模
拡
大

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
審

査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

５
月
18
日
、
県
森
連
本
会
会
議
室

に
て
、
森
林
組
合
と
連
合
会
の
概
ね

２
年
以
内
の
新
入
職
員
を
対
象
に
し

た
「
初
任
者
研
修
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
研
修
会
は
２
年
毎
に
開
催

し
て
お
り
、
今
回
は
、
７
組
合
と
連

合
会
よ
り
18
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。毎

回
、
研
修
内
容
を
見
直
し
、
森

林
組
合
職
員
と
し
て
知
っ
て
お
い
て

ほ
し
い
基
本
的
な
内
容
を
中
心
に
組

み
込
ん
で
い
ま
す
。

研
修
会
内
容
は
次
の
と
お
り

①
森
林
・
林
業
の
現
状

②
森
林
組
合
制
度
に
つ
い
て

③
林
業
作
業
と
流
通
に
つ
い
て

④
森
林
・
林
業
ク
イ
ズ

⑤
こ
れ
か
ら
の
林
業
に
つ
い
て

⑥
定
款
・
規
約
・
組
合
簿
記
の
基
礎

⑦
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
の
基
礎

参
加
者
か
ら
は
、
「
組
合
組
織
に

つ
い
て
、
現
場
作
業
の
流
れ
、
原
木

市
場
の
役
割
な
ど
が
よ
く
分
か
っ
た
。
」

「
写
真
が
あ
っ
て
分
か
り
や
す
か
っ

た
」
「
組
合
簿
記
に
つ
い
て
は
、
時

間
が
短
か
っ
た
の
で
、
今
後
自
分
で

勉
強
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

今
後
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
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第
53
回
岡
山
県
乾
し
い
た
け
品
評
会

並
び
に
第
51
回
箱
物
コ
ン
ク
ー
ル
褒
賞
授
与
式

○品評会優等賞○
天白どんこの部 大石 清子 （真庭市）
茶花どんこの部 立川 照夫 （真庭市）
ど ん こ の 部 石原 一男 （真庭市）
こうしんの部 福島 康夫 （真庭市）
こ う こ の 部 大石 弘之 （真庭市）

○箱物コンクール優等賞○
こうしん大葉の部 中上 市男 （新見市）
こ う こ の 部 藤澤 好和 （真庭市）
ど ん こ の 部 大石 弘之 （真庭市）

受賞者集合写真

森
林
組
合
職
員

初
任
者
研
修
会

アイスブレイクの様子

コンプライアンスとビジネスマナー

（講師：農林中央金庫） 研修状況

大臣賞 福島康夫さん

太田真庭市長



平
成
30
年
度
「
緑
の
雇
用
」
現
場

技
能
者
育
成
推
進
事
業
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研

修
が
６
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

集
合
研
修
に
つ
い
て
は
、
６
月
４
日

の
１
年
目
研
修
第
１
期
を
は
じ
め
、

順
次
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
研
修
生
数
は
、
１
年
目

25
名
、
２
年
目
29
名
、
３
年
目
23
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
多
く
の

研
修
生
が
入
り
、
積
極
的
に
講
義
を

受
け
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

現
場
研
修
に
つ
い
て
は
、
県
内
の

事
業
体
か
ら
現
場
に
精
通
し
た
講
師

を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
伐
倒
、
刈

り
払
い
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
作
業
道

開
設
、
造
材
・
集
材
な
ど
さ
ま
ざ
ま

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
講
師

と
し
て
来
て
く
だ
さ
る
方
か
ら
は
、

「
研
修
生
の
成
長
が
感
じ
ら
れ
、
教

え
る
方
も
楽
し
い
」
な
ど
の
感
想
も

聞
か
れ
、
充
実
し
た
現
場
研
修
が
で

き
て
い
ま
す
。

林
業
の
基
礎
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、

現
場
で
必
要
な
技
術
に
つ
い
て
研
修

し
て
い
ま
す
が
、
最
も
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
は
労
働
災
害
防
止
に
つ
い

て
で
す
。

昨
年
度
の
研
修
生
の
事
故
は
全
国

で
71
件
、
県
内
で
１
件
、
他
県
で
は

１
件
の
死
亡
災
害
が
あ
り
、
今
年
度

６
月
だ
け
で
も
全
国
で
18
件
発
生
し

て
い
ま
す
。
年
々
減
少
は
し
て
い
ま

す
が
、
他
の
業
種
と
比
べ
る
と
ま
だ

ま
だ
多
い
現
状
で
す
。
防
護
ズ
ボ
ン
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
安
全
装
備
の
重

要
性
を
し
っ

か
り
と
理

解
し
て
も

ら
う
と
と

も
に
、
現

場
で
は
何

が
危
な
い

の
か
、
何

で
危
な
い

の
か
を
徹

底
し
て
研
修
し
て
い
ま
す
。

研
修
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
体
か
ら
の
参
加
者

が
あ
り
研
修
を
通
じ
て
、
仲
良
く
な
っ

て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
の
岡
山
県
の

林
業
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

岡
山
県
で
は
、
現
場
指
導
者
の
育

成
研
修
と
し
て
、
水
野
雅
夫
氏
を
講

師
に
迎
え
、
安
全
な
伐
木
作
業
が
で

き
る
作
業
員
の
育
成
を
行
う
指
導
的

立
場
を
目
指
す
方
を
対
象
に
し
た
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

林
業
を
始
め
た
ば
か
り
の
新
人
に

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
伝
わ
る
か
の
指

導
方
法
を
８
日
間
、
３
回
に
分
け
て

研
修
し
て
お
り
、
今
年
で
３
回
目
に

な
り
ま
す
。

林
業
で
の
災
害
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
に

よ
る
伐
倒
作
業
時
の
災
害
が
最
も
多

く
、
受
け
口
の
重
要
性
、
ど
の
角
度

で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
入
れ
る
の
か
、

今
ま
で
何
と
な
く
作
業
し
て
い
た
こ

と
を
ど
う
伝
え
る
の
か
を
、
実
践
を

交
え
て
研
修
を
し
て
い
ま
す
。

受
け
口
を
作
る
時
に
は
、
正
確
な

も
の
が
出
来
る
ま
で
決
し
て
妥
協
せ

ず
何
度
も
や
り
直
し
を
さ
せ
ま
す
。

指
導
員
は
作
業
は
で
き
る
が
そ
の

作
業
を
『
言
語
化
』
で
き
な
い
と
い

う
の
が
実
態
で
す
。
指
導
員
は
指
導

と
コ
メ
ン
ト
を
通
し
て
言
語
化
に
悩

み
、
現
場
技
術
に
対
す
る
理
解
が
曖

昧
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
論
理
的
理
解
を
深
め
る

研
修
と
し
て
行
う
の
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。
作
業
の
目
的
と
手
段
を
理

解
し
、
安
全
と
効
率
の
考
察
、
課
題

を
探
り
、
両
立
す
る
た
め
の
約
束
を

決
め
、
そ
れ
を
付
箋
に
書
き
込
ん
で

い
き
ま
す
。

参
加
し
た
指
導
員
も
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
研
修
を
受
け
、
職
場
に
持
ち

帰
り
実
践
し
て
い
ま
す
。
新
人
を
し
っ

か
り
と
指
導
が
出
来
る
指
導
員
が
増

え
る
こ
と
で
、

作
業
員
の
定

着
と
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
繋

が
る
と
考
え

ま
す
。
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間伐設計実習 発表風景

普通救命講習の風景

「
技
術
を
伝
え
る
」

手
法
を
学
ぶ

現
場
指
導
者
育
成
対
策
事
業

作
業
の
分
解
と
再
構
築

美咲町有林にて伐倒実習風景

講師 水野雅夫 氏

Woodsman Workshop LLC 代表

全国の指導者養成研修で講師を務める

研修風景



平
成
30
年
４
月
よ
り
、
当
会
で

は
新
た
に
４
名
の
職
員
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
新
職
員
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
職
員
紹
介

①
趣
味･

特
技

②
学
生
時
代
の
部

活
③
挨
拶
＆
抱
負

中
川

勝
正

（
新
見
支
所
）

①
フ
ッ
ト
サ
ル
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

②
サ
ッ
カ
ー

③
今
年
度
よ
り
新
見
支
所
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
中
川
で
す
。
分
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
で
皆
様
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
先
輩
方
の
背
中

を
目
指
し
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

安
達

沙
織

（
新
見
支
所
）

①
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

③
新
見
支
所
に
配
属
さ
れ
た
安
達

沙
織
で
す
。
４
月
か
ら
書
道
を
習

い
始
め
ま
し
た
。
何
事
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
仕
事
に
も

精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

安
藤

の
り
子

（
業
務
課
）

①
サ
イ
ク
リ
ン
グ
（
通
勤
程
度
）

②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

③
業
務
課
に
配
属
さ
れ
た
安
藤
で

す
。
少
し
で
も
役
に
立
て
る
よ
う
、

日
々
勉
強
で
丁
寧
に
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
で
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

播
磨

愛
子

（
企
画
指
導
課
）

①
ア
ウ
ト
ド
ア
全
般

②
吹
奏
楽
部

③
今
年
度
よ
り
企
画
指
導
課
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
播
磨
で
す
。
慣
れ

な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
多
々
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

播
磨

安
藤

吉
岡

専
務

安
達

中
川

(

公
財)

岡
山
県
林
業
振
興
基
金

主
催
に
よ
る
「
晴
れ
の
国
お
か
や

ま
・
林
業
就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が

８
月
19
日(

日)

に
岡
山
市
の
「
ピ
ュ

ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
」
に
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

１
月
に
開
催
し
た
際
に
は
、
24

名
の
来
場
者
が
あ
り
、
県
内
だ
け

で
な
く
、
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
・

広
島
か
ら
も
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
林
業
の
作
業
内

容
や
勤
務
形
態
、
募
集
状
況
な
ど
」

に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
も
、
多
く
の
市
町
村
や
林
業

事
業
体
の
担
当
者
が
地
域
の
取
り
組

み
や
支
援
状
況
な
ど
の
説
明
に
あ
た

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

多
く
の
方
に
、
林
業
の
仕
事
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

下
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
宣
伝
ポ
ス
タ
ー

は
Ｊ
Ｒ
の
電
車
中
吊
り
広
告
等
に
使

わ
れ
ま
す
。
モ
デ
ル
は
岡
山
森
林
組

合
の
河
内
孝
介
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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